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この シ ンポ ジウムは,日 本 自転車 振興 会の競 輪収益 の一'部で

あ る機械 工業 振興 資金 の補助 を受 けて実 施 す る もの です。
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テ ー マ 経 営 効 率化 の た めの ビ ジネ ス ・コ ン ピ ュー タ活 用 の ノウ ハ ウ

時 間 サ ブ テ ー マ ・ 講 師(敬 称 略)

9:20

～

10:20

電 気 部 品卸 売業 に お け る活 用 事 例 〔FACOMシ ス テ ム80モ デ ル7使 用 〕

デー タベ ー ス手 法 を用 い た販 売 在 庫 管 理 シ ステ ム

九州 電 機 資 材㈱ 情 報 処 理 室 長 小 口 幸 一

10:20

～

11:20

防 水 工 事業 に お け る活 用 事 例 〔TOSBAC漢 字 シス テ ム15モ デ ル35使 用 〕

各 工 事現 場 にお け る原 価 積 算 を毎 日行 な うこ とに よ り,き め の細 か い損 益 状況 を タ イ

ム リー に把 握

㈱ 水 研 工 業代 表 取 締 役 社 長 赤 間 富 吉

11:30

～

12:30

自動車販売 ・整備業における活用事例 〔MELCOM80モ デル8使 用 〕

自動車整備業務の見積書発行か ら請求書発行までを一貫処理

西南自動車工業㈱営業部次長 古川 好武

12:30

～

13:30
休 憩
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13:30

～

14:30

土 木 建 築 業 に お け る活 用 事例 〔oKITACシ ス テ ム9,0KIif800使 用 〕

OA機 器(オ フ コ ン,パ ソ コ ン)を 使 用 した見積 積 算 か ら予 算,労 務,車 輌 管 理 まで

の 効 率 運 用

マ ツ ダ産 建㈱ 常 務 取 締 役 松 田 雄 三

14:30

～

15:30

医薬 品 販 売 業 に お け る活 用 事 例 〔HITACL-330モ デ ル3使 用 〕

コ ン ピュー タ利用 に よ る戦 略 的 報告 書 の レデ ィメ ー ドか らオー ダー メ ー ドへ の展開

丸善 薬 品 産業㈱ 福 岡 支 店総 務経 理 課 長 野 相 輿

15:40

～

16:40

特 別 講演

経 営 者 お よび管 理 者 は ビ ジ ネ ス ・コ ン ピ ュー タに ど う対 処 す べ きか

福岡工業大学助教授 浜辺 隆二
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1電 気部品卸売業における活用事例

九州電機資材(株)

情報処理室長 小 口 幸

1.会 社 概 要

業 種 電 気 部 品(産 業 用)の 卸 売販 売

設 立 昭和25年12月

資 本 金1,000万 円

従 業 員40名

2.コ ン ピ ュー タ導 入 の経 緯

(1)昭 和47年 伝 票発 行 機(ビ リ ング マ シ ン)導 入

② 昭 和50年 在 庫管 理 機導 入

(3)昭 和52年 伝 票 発 行 機 リース完 了に よ り,フ ロ ッヒ。一デ ィスク(256K)2台

の オ フ コ ンを導 入 す る。 この 際 在 庫 管理 機 は使 用 停 止 す る。 な お オ フ ヲ ンの

シス テ ム,プ ログ ラ ムは デ ィー ラーに全 面 的 に依 頼 す る。

(4)昭 和55年 オ フ コ ンの リース終 了 を迎 え,次 期 機種 の 検 討 に 入 る。

(5)昭 和56年1月 機 種 をFACOMシ ステム80モ デル7と 決定 す る。.

(6)同 年1月 シス テ ムの 開 発 を デ ィー ラー と共 に始 め る。

(7)同 年4月"情 報 処 理 室"を 新 た に組 織 上 に 設 け る。 ・J-'

(男 子3名,女 子3名)

(8)同 年7月 機 械(ハ ー ドウエ ア)入 荷 ・設 置,プ ロ グ ラムの 開 発 を始 め る。

(9)同 年9月21日 仕 入(買 掛)管 理 本 番 ス タ ー ト

ao)昭 和57年1月5日 販 売(売 掛)管 理 本番 ス タ ー ト

圓 同年3月 労 務 給 与 管 理 本番 予定'
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4月 財 務 管 理 本 番 予 定

な お,プ ログ ラム は労 務,財 務 は メ ー カ ーの パ ッケ ー ジ プ ロ グ ラ ム を使 用

す る 。 支 入,販 売.在 庫 関 連 プ ログ ラ ムは デ ィー ラー よ り指 導 を受 け て 自

社 内 で開 発 を行 な う。

3.コ ン ピ ュー タ 導 入 の 目的

(1)内 的;事 務 作 業 の標 準 化,集 中 管 理 化,省 力 化,を デー ターベ ー ス的 な思

考 を用 いて 改善 を計 る。

(2)外 的;少 量 多 品 種 の 販売,競 合激 化 す る市 場,`等 に 対 して多 量 の デ ー タを

分析 して販 売 戦 略,経 営 戦 略 を進 め て い く資 料 を作 成 す る。

4.機 種 選 定 の 条件

(1)費 用 が 予算 に見 合 うこ と(イ ニ シ ャル コ ス ト;ラ ンニ ン グ コ ス ト)

② 機 械 の メ ンテ ナ ン スの バ ッ クア ップ体 制 が 出来 て い る こ と。

(機 械 自身 に も自己診 断 機 能 を も ってい る こ と)

(3)将 来 の拡 張 性 が あ る こ と。

(記 憶 容 量 〔内部,外 部 〕,端 末 台 数,処 理 速 度)

(4)上 位 コ ン ヒ。ユ一 夕へ の移 行 が可 能 な こ と。

㈲ プ ロ グ ラムの 自社 開発 が可 能 な こ と。

(6)メ ー カ ー,デ ィラ ー,か らシ ス テム の指 導 が受 け られ る ご と。

5.シ ス テ ム の 概 要

販 売 管 理1.

2.

3.

4.

5.

6.

売上伝票発行,売 上 日計作成

請求明細発行

(入 金処理)

請求,売 掛,デ ー ター作成

集金 予定表

売上統 計,デ ーター作成
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6.デ ー ター量

販売高

得意先数

仕 入先数

取扱商品数

在庫商品数

仕 入 管 理1.

2.

3.

4.

5.

在 庫 管 理1.

2.

3.

労 務 管 理1.

2.

財 務 管 理1.

2.

3.

4.

5.

そ
.の 他1.

2.

3.

仕入伝票入力,仕 入 日計作成

仕入買掛元帳作成

(出 金処理)、

支払,買 掛一覧 デー タ丁作成 、

仕入統計 データー作 成

在庫商品 の受払

在庫区分 の設定,及 び データー作成

発注点管理

給与計算

保健,年 末調整処理

仕訳帳,日 計表,元 帳の作成"

資金管理

営業収支管理

手形管理

決算

ワー ドプロセ ッサー として文書作成

郵送,発 送用の ラベル作成

見積書,価 格表の作成

120,000千 円/月

約600社

約300社

約40,000点

約4000点

売上伝票

仕入伝票

振替伝票

保有伝票

200枚/日

150枚/日

10枚/日

1!500枚

(平 均2.3行)

(平 均L8行)
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7.導 入 シ ス テ ム

固定 デ ィスク

販売業務

漢字,グ ラ フ

プ リ ンタ ー

、漢 字

プ リ ン タ ー

8.在 庫 管 理

(1)形 態

K.D.S

販＼

(
仕
入
先

〈 亘..ヲ 了
ll

ll

L了

(
墾
元

)

八 標準在庫)i
l

,

) ;<蓮 庫)、

i(璽i)…
1-一 一 ー 一 一 ー 一一

1_.一

一...」1;

ll

ll内 は コ ン1内 は コ ン ピ ュ ー タ に

L」 登録している

索 引 す るキ ー項 目

◇ ▽ ▽
社 内 使用

暗称 コー ド

伝票に打出す
品名,規 格

仕入先か ら入
荷時の品名,規格

商 品分 類
コ ー ド

在 庫 区分

コ ー ド

コ ー ドレ ス 化

一4一



(2)在 庫 区 分

国

9.導 入後 の利 点

(1)漢 字 を使用 す る こ とに よ り帳票 が 見 やす い 。

(2)事 務 処 理 の省 力 化 が 出来 た。

(3)自 社 開 発 の 為現 状 に 合 うシ ス テム と して活 用 出来 た。

(ワ ー クデザ イ ン/シ ステ ム ア ナ ラ イズ)

(4)デ ー タ ーの集 中化 が 出来 た。

10.問 題 点

(1)デ ー ター量 の増 加 に よ り,オ ペ レ ー シ ョンの 仕 事量 の 増 加 。

② デー ター量 の増 加 に よ り,情 報 選 択 す るこ との む つか しさ。

(Plan-Do-Check-See)(管 理 ポ イ ン トの設 定)

(3)電 算 化 出 来 な い部 々 の ク ロ ー ズ ア ップ

(4)電 算 機 を取 り巻 く会 社 運 営 組 織 と機械 の 問 題(シ ステ ム)(OA),(F

A),電 算 機 の シ ステ ム=経 営(マ ネ ジメ ン ト)人 的要 素

㈲ 省 力 化 勘,感 覚 の純 化?
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H防 水工事業における活用事例

(株)水 研 工業

代表取締役 赤 間 富 吉

1.会 社 概要

業 種

設 立

資本金

従業員

防 水 工 事業(ト ン ネル,シ ール ド,地 下鉄,下 水 処 理 施 設,上 水

施 設,ダ ムな ど

昭 和48年12月(創 業 昭 和44年6月)

500万 円

12名(他 に パ ー ト若 干 名)

2.コ ン ピ ュー タ導 入 の経 緯

(1)コ ン ピ ュー タ導 入 の 目的

・的 確 な数 字(原 価)の 把握

・明細 に到 る計数 管 理

・財 務 管理 の 機械 化 に よ る ス ピー デ ィな 財 務状 況 把 握

② 機 種 選 定 の ポ イ ン ト

・メ ー カ,デ ィー ラ との 信 頼 関 係

・ソ フ トウ ェア作 成 の バ ック ア ップ体 制

・予 算

・漢 字 コ ン ピ ュー タ

(3)経 緯

・56年1月 コ ン ピュー タ導 入 の意 志

・56年5月 勉 強(コ ン ピュ ー タの能 力,適 用 範 囲)
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・56年6月

・56年7月

・56年8月

・56年9月

・56年10月

具 体 的検 討(シ ステ ム 大要 の確 認)

機 種 決 定(TOSBAC漢 字 シ ステ ム15モ デル35)

機 械 搬 入(マ ス タ作 成,操 作 性 の チ ェ ック)

テ ス トラン

本 番 スタ ー ト

3.シ ス テ ム の 概 要

(1)適 用 業 務
㌔

〈入 力 デー タ〉 〈出力帳表〉

麟]一 罐璽モ 難i
手形管理

財務管理

手 支払手形一覧表形一一τ=

割引手形一覧表

会　 「鰻

問 合 せ 機能:そ れ ぞ れの 業 務 に て,テ レ ビ画 面(CRTデ ィス プ レ イ装 置)

に よ り各 種 問 合 せ 可能

"欲 しい デー タが い つ で も見 れ る"
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② ハ ー ドウ ェア構 成

タ ッ チ イ ン
キ ー ボ ー ド

中 央処 理 装 置
メ モ リ64KB

o

フロツ窟 学 磁気デ
・ス・

<TOSBAC漢 字 シ ス テム15モ デ ル35>

4.将 来の展望

α)販 売業務の機械化

建機事業部部門 の納品書発行か ら請求書発行,売 掛金管理 まで

(2)文 書作成

・施工計画書

・一般 文書
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皿 自動 車販 売 ・整 備 業 にお け る活 用事 例

西南 自動車工業(株)

営業部次長 古 川 好 武

従 来,自 動 車 整 備 工 場 に お け る コ ン ピ ュー タの 利 用 は後 向 きの 事務(い わ ゆ る

事 務処 理)を 主 体 に した シ ス テ ム で あ った が,こ こに 説 明 す るの は,入 庫 した 車

両 の 車検 整 備 等,エ ンジ ン,シ ャ シー関係 の整 備 は 勿 論,事 故 に よ る鍍 金 ・塗 装

等,全 ての 入 庫 車 両 の 見積 か ら,整 備作 業 に至 る管 理 シ ステ ム で あ る。

勿 論,D・Mの 発 行 か ら請 求 書 の 発行,経 営 管理 資 料 の作 成 等,自 動 車 整 備 業

に必 要 な経 営 管 理 情 報 を提 供 し,事 務処 理 及 び管理 の 合理 化 に よ って顧 客 の 拡 大,

信 用 の増 大 を計 る こ とを 目的 と した シス テ ムで あ る。

1.会 社概要

業 種

設 立

資本金

従業員

自動 車 整 備 ・販 売 ・損 害 保険 代 理業

昭 和39年11月

4,000万 円

80名

2.導 入の経 過

・昭和44年 に親 会 社 であ る株 式 会社 姪 の浜 タ クシー に て車 両 管 理 ・運 転 者管 理

・給 与計 算 を 目的 にMELCOM83導 入

・昭和48年 にMELCOM86ヘ レベ ル ア ップ

・昭 和52年 に 自動 車 整 備 業 務 を 目的 にMELCOM80/8導 入

・昭 和57年4月 にMELCOM80/38日 本 語 システムヘ レベ ルア ップ決 定
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3.シ ステムの特長及 ひ効果

(1)省 力化

自動車整備 事業 の事務処理 は多岐 に亘 るフロン ト業務 で見積書の作 成が大

きな ウェー トを しめ るが,作 業 コー ド及び取替部品 コー ドを打込 めぱ,自 動

車整備基準 に従 い標準 時間等 が計算 され,自 動的 に見積書が 出来上 り,現 車

作業完了 と同時 に作業指示書 の コー ドを打込 むだけで納品 ・請求書が発行 さ

れ,フ ロン トでの現収 化等,事 務員及 び整備士の事務処理負荷は大幅に軽減

出来 た。

② 操作性

操作はテ レビ画面 との対話形式で簡単に扱 え専任の オペ レータは置 いてい

ない。

整備員 ・事務員 が 自由に使 い こなしてい る。

(3)設 置場所

印字装置,記 憶装置,表 示装置が1つ のユニ ットに納 め られ てい るので受

付横の小 さな スペ ースに設置出来た。

(4)運 用経費

特別な電源及 び空 調等 は全 く気 を使わな くて良 く,テ レビ画面 が広 く必要

な時に表示 すれ ば紙 に印字す る事 な く,用 紙代等の節約が出来た。 又使用料

も事務員1人 分 の人件 費 よ りも安 くな っている。
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4.事 務 の流 れ

●

≡
轟.

受 付票 カー ド

受 付 チ ェ ッ

ク シ ー ト

MELCOM80

見 積 書 作業指示書

o

画 作業指示書
追加,修 正

納品書 請求書

工

場

一合 く, 一 、
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5.自 動 車 整 備 業事 務 機 械 化 シ ステ ム

M

E

L

C

O

M

80

シ

ス

テ

ム

フ ロ ン ト 業 務 管 理

車両管理(顧 客管理)

売 上 管 理

売 掛 管 理

一14一

整 備 見 積 業 務

鍍 金 ・塗 装 見 積 業 務

作 業 指 示 業 務

納 品 ・ 請 求 業 務

作 業 管 理 業 務

DM作 成 業 務

入 出 庫 管 理 業 務

車 種 別 管 理 業 務

作 業 別 売 上 業 務

部門別売上損益管理業務

作 業 未 完 成 管 理 業 務

請 求 明 細 ・台 帳 業 務

得 意 先 売 掛 管 理 業 務
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6.イ ン プ ッ ト ・ ア ウ ト プ ッ ト関 連 図

〈

イ

ン
プ

ッ

ト

∨

〈

ア

ウ

ト

プ

ッ
ト

V

/

受 付 カ ー ド

作 業 受 付
・ックシート 商品伝票 入金伝票

＼/

MELCOM80シ ス テ ム

マ ス タ ー フ ァ イ ル

⑳ ⑧ ⑳D
▽

(フ ロ ン ト管 理)

納 品 書 入庫 リス ト
及び請求 作業管理表

)(

,

見 積 書 作業指示書
一 一(

(売 上管理)

こヂ ≡墜 塞 き当
プ 、、

営業マン別
売上集計

(車 輌 管 理)… … 顧 客 管理

こ竺 づ
}一 一一

車 検 ・点 検 入 庫 ・出庫

〉 一さ多パ

:
,

`

.(売 掛 管理)

'

請求明細書

一

売掛台帳
一

売掛残高表

_ノ/⌒

入 金 表〔
ひ

1
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7.将 来 の展望

(1)ト ー タル シ ステ ム指 向

営業,フ ロ ン ト,作 業 現 場,事 務所(総 務,経 理),資 材 各 々会社 の一 部

で は あ って も事 務 処 理 と して は,横 の連 な が りは それ ほ ど効 率良 く動 い て い

ない のが 実 状 で は な か ろ うか 。

こ こで どの 場 所,ど の セ ク シ 。ンか らで も必 要 な時 に 必 要 な情 報 を提 供 出

来 る よ う トー タル シ ステ ムが 必 要 に な って く る。

(2)き め細 か な情 報 管 理

最 近 特 に叫 ば れ て い るデ ー タ ・ベ ー スを採 用 し,企 業 経 営 に必 要 な情 報 を

何 時,い か な る時 で も即 座 に 提供 出来 る態 勢 が 必要 に な って く る。

企 業 が この 過 当 競 争 に 生 き残 る為 には,よ り一層 の きめ細 か な情報 管理 が

望 まれ る。

(3)徹 底 した 機械 化(合 理 化)

事 務 管理 に つ い ては 徹底 した機 械 化 に よ り,間 接 費 の低 減 を図 る こ とが本

来 の使 命 で あ る。

以 上 の観 点 か ら,此 の度MELCOM80/38日 本 語 システム を採 用 す るに至 った。
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IV土 木 建 築 業 にお け る活 用事 例

マ ツダ産建(株)

常務取締役 松 田 雄 三

1.会 社概要

業 種

設 立

資本金

年 商

従業員

業種特性

土 木 工 事,建 築 工 事業

昭 和47年3月

1,200万 円

12億 円

役 員8名,業 務5名,積 算2名

現 場 員7名,一 般 社 員12名,常 時 雇 用30名

・当社 は官 庁 工 事(建 設省 ,県,市 等)を 主 体 と した 土 木 工 事 を メ イ ン業

種 として経営 を行 っています。

・現在の受注状況

官庁工事80%

民間工事20%

・工事内容

橋梁 工事

下 水工 事

道路工 事

河川工 事

宅地造成工事

その他

一19一



2.導 入 の 目的

(1)積 算

① 社 内的に人員不足の為,そ れ をカバ ーさせ人件費等 を削減す る為。

② 従来の積算 の業務 では単価,数 量のひ ろいだ しに時間 を要 し,期 日まで

の提出 に追われ る事を解決す る為。

③ 詳細 な積算に至 っては どんぶ り的 な積算 であ った為 もっとシ ビャーなデ

ー タを取 りたい。

④ 完 了現場等の現場会計の データを有効に次の積算 に利用す る為。

(2)経 営管理

① 購入 資材単価 の管理 を しコス トダ ウンの資料 の作成

② 各現場 の工事原価及び進行状況の即 日管理 を実施 す る。

③ 経理面,財 務面の簡省化

3.機 種選 定

D

勃

3

勾

導 入 経 費 等 が 当 社 の 予算 内 で あ る。

漢 字 印 字 の為,書 類作 成 が で き る。

操 作 面 が簡 単 で信 頼 性 が あ る。

メ ン テ及 び ソ フ トウ ェアが保 証 され,更 に拡 張 性 が あ る。

選 定 機 種 オ キ タ クシ ス テム910MBit

if800モ デル20

4.導 入 経 過

(1)経 過

①55年10月 沖電 気 の オ キ タ クシ ス テ ム9導 入契 約 を結 ぶ。

②55年10月 積 算 シ ステ ム 内部 調 査 及 び打 合 わ せ 開始,プ ログ ラム ・マ ス

タ作 成 に 入 る。

一20一
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③

④

⑤

⑥

⑦

56年1月 本 体 納 機

56年2月 積 算 シ ス テム テス トラ ン

56年3月 一 般 会 計 シ ステ ム テ ス トラ ン

56年4月 積 算 シ ス テム完 成,一 般 会 計 シス テム ズ タ ー ト

56年4月if800モ デル20購 入,ス タ ー ト

② 考 え方

① 積算業務 とは積算 ミス,積 算 もれ を防止 し正確 な数量 を計算 し又,そ れ

を もとに見積積算 を行い受注価格動 向を敏速 に把握 し,当 社の利益 の分 岐

点 をい ち速 く送 る。

② 受注見積 り積算時 に集計 した数量及 び金額 を種別(資 材,労 務,車 輌,

経費)に 予算配分 し,工 事進行に伴 い現場 よ りの納品書,労 務費,車 輌費

現場経費 を逐次 チ ェ ックし,予 算 の管理 と共 に現場員 ごとに予算状況 を指

示 し,工 程打合 わせ及び予算の修正 を随時行 ない,又,現 場員の予算 に対

す る認識 を強 め利益 の増 大につ とめ る。
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5.シ ス テ ム 体 系

(シ ス テム体 系)Nd1

(基 本 マ ス タ ー)

一 次代 価

(単 位 数量 マスター)匪
二 次 代 価

(単 位 数 量 マスター)匪
フ

10ロ

m2ツ

当 ク

り積

(繁 決定し・繍 量を入)

(纏 £;天㌫f800に)

布

設
10

m
当

10

㎡
当

(20,000件)

田

田

劃
一 一口

般
管
理

デ ー タ分析

資材 数 量

単価

経 費 等

チ ェ ックをす る

発注元に提出
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(シ ス テ ム体 系)Nd2

一分 析1

受コ

1
ll ll 1、 1暫[ |

一 一 一 一 一己」

材 数 量

・ 単位

告

多

望

三

去
管

労

務

費

軽

油

三
パ|

イ ル

プ

ダ

ン

プ

そ

の

他
7ε]

1

◆

!

if800・1予 算修正 予算割当〉

1
・労務費現場別分類及び給料計算

・車輌,重 機現場別分類及び稼動

率計算

・燃料消費分類

資材単価 業者打合せ

入力
壱

1

納品書により数量入力

・工場別工事原価,及 び予算消化率表作成

・前月対比表作成'

↓

,'`

|

`

!

各現場貝打合せ

一般 会 計 処 理 シス テ ム

↓
工事完了
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6.導 入 後 の 効果

(1)積 算 とい う もの は,仕 事 の発 注 先 の役 所,民 間等 よ り現 場 説 明 を受 け,仕

様 書 及 び施 行 図 面 を受 理 した の ち,提 出 日 ま で に積 算 業 務 を終 了 しなけ れ ば

な らな い 。 した が って,こ の作 業 を手 順 よ く処 理 を しな い と間 に合 わ な い 。

又,正 確 な金 額,数 量 に基 づ い た計 算 で な い と,工 事 その もの に重 大 な損 失

を招 く事 に な る。 い わ ば 会 社 そ の もの を左 右 す る基 本 的 な 作業 だ とい う事 で

あ る。

今 回,当 社 に シ ス テ ム9及 びif800を 導 入 した 事 に よ り,積 算 時 間の 短 縮,

積算 人員 の 少 人 数 化,作 業 全 体 の 簡 略化,又,現 場 管 理 業 務(労 務 管 理,

車 輌管 理,資 材 管 理,燃 料 管 理 等)の 事務 処 理 作 業 を納 品 書 の 段 階 で入 力 し,

各 現場 ご と事 務 処 理 作 業 を な く し,か つ即 時 に その デ ー ターが 取 れ るよ うに

して い る。 又,こ の シ ビ アな デー タ ーは,分 析 し これ を次 の積 算 に 反 映 させ

る とい う事が 可 能 に な って来 た。 結 局,正 確 でか つ短 時 間 に見 積 書 を作 成 し,

資 材 等 の数 量,金 額 を知 る事 が 出来 るわ け で あ る。

② 入 札,民 間発 注 元 との 交渉 の時 で も,当 社 の利 益 の分 岐 点 を予 め知 る事 が

で き,又,資 材 購 入 の 時 で もプ ラ スな面 が ふ え て 来 た。

7.今 後 の 問題

(1)積 算 の 入 力 の さい,あ る程 度 の 積 算 の知 識 が い る。 従 って今 の 段 階 で は誰

で も処 理 が 出来 る とい う訳 で は ない 。

(2)現 場 の都 合 で 設 計 変 更 が あ った場 合,そ の 修 正 に手 間 を と る。

(3)シ ス テム9に つ い て は,そ の プ ログ ラ ムの修 正 が 自社 で は 出 来 な い。

(4)現 在 シ ス テム9,if800の2台 を使 用 してい るの で ・デ ー タ ーの 出入 力 が

め ん ど うで あ る。 又,ミ スに な りや す い。
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V医 療品販売業における活用事例

丸善薬品産業㈱福岡支店

総務経理課 長 野 相 輿

1.会 社 の概 要

商 号

創 業

設 立

目 的

資本金

阪

京

岡

屋古

大

東

複

名

丸善薬品産 業株式会社

明治28年3月28日

昭和13年3月24日

化学工業薬品,農 薬及 び農業資材,合 成樹脂原料及び成型品,医

薬品,防 疫薬品,肥 料,機 械器 具,染 料,食 料品,塗 料,油 脂,

毒物,劇 物 の製造 並びに販売。

1億2千 万 円

(本 社)

(支 店)

(〃)

(〃)

HITACL-330モ デ ル6型

HITAC8150

HITACL-330モ デ ル3型

USAC-820

2.当 社 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

事務の簡素化

情報の迅速化 ・正確 さ

情報の大量処 理

ユーザへ対 す る情報 提供

営業 ベースに対応す る資材の作成

管理 目的の為の報告書作成
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3.報 告書 の積極的活用

得 意先別未経過手形表

得意先 管理表

場 所別在庫表

D

鋤

鋤

引

田

θ

滞留在庫表

請求別回収率表

売上実績表

商品構 成

担 当者別

得意先別

地域別

4.シ ス テム に つい て 考 え る

シ ステ ム とは多 数 の 要 素 が相 互 に 関連 を持 ちな が ら,全 体 と して 共 通 の 目的

を達 成 しよ う とす る集 合体

当社 に お け る シ ステ ム の分 類

在 庫 管 理

シス テ ム
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・各 シス テ ム は組 識 の 要 とな る構 成 要 素 で あ り
,単 体 と して も目的 を もつ,又

相 互 の 関 連 に よ り,各 分 野 の機 能 を支 えて い る。

(日 次)仕 訳 日計表

入金 日報

出金 日報

(旬 次)請 求別回収 表

(月 次) 合計残高試算表

部別経費明細表

総勘定元帳

得意先元帳

仕入先元帳

受取手形明細表

支払手形明細表

銀行残高照合表

充当手形残高表

割引手形残高表
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(日 次)

(旬 次)

(月 次)

売上日報

納品書

物品受領書

請求書

集金計画表

販売実績表

得意先未経過手形表

得意先管理表

年間販売資料

月間販売資料

月末売掛金残高表

ムテスシ買購

(日 次)

(旬 次)

(月 次)

仕入 日報

買掛金支払照合表

商品購買実績表

月末買掛金残高表
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在 庫 管理

シス テム

(日 次)

(旬 次)

(月 次)

5.ソ フ ト開 発 の必 要 性

在庫単価更新 リス ト

場所 別在庫表

一括在庫表

滞留在庫表

破損償却 リス ト
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特別講演

W経 営 者 お よ び管 理 者 は ビ ジ ネ ス ・

コ ン ピ ュ ー タ に ど う対 処 す べ きか

福岡工業大学

助教授 浜 辺 隆 二

↓

1.は じ め に

大 企 業 の 全 社 をあ げ た規 模 か ら個人 事務 所 に至 るまでOA化 が急 速 な 勢 い で推

進 され つ つ あ り,こ の主 役 は ス モ ール ビジ ネ ス コ ン ピ ュー タ とい う言 葉 で代 表 さ

れ る オ フ ィス コン ピ ュー タ(オ フ コン)あ るい は ビ ジネ ス用 パ ソ コ ンで あ るこ

このOA熱 は メー カに よ って意 図 的 に 画 され た もの で,過 去 に報 告 され た失 敗

例 に 鑑 み 安 易 に乗 るべ きで な い とい う批 判 的 な 意 見 も多 い 。過 去 に オ フ コ ン を導

入 して 失 敗 した 中小 企 業 の ア ンケ ー トで指 摘 され た 問題 点 は,

1)導 入 後 の メー カ,デ ィー ラの 支援 が 不 十分 。

2)価 格 性 能 比 が 悪 い 。

3)不 明確 な導 入 目的 の た め期 待 した成 果 が 得 られ なか った 。

4)選 択 した機 種 が 業 務 に適 格 で なか った。

な どの 順 で あ った こ とが55年 に報 告 され て い る。 現在 の オフコ ンは,ス ダー トし

た50年 頃の オフ コンに比 較 し,格 段 の 技 術 進 歩 と価 格 の 低 下 が 行 わ れ て い る:ま

た,導 入 に関 す るユ ーザ側 の 知 識 が 高 ま った こ とに よ り,コ ン ピュー タに 対 す る

誤解 や 認 識 不 足 か ら生 じ る失 敗 はか な り減 少 して い る。 しか し,こ れ か ら導 入 計

画 を試 み よ うとす る企 業 に と っては,こ れ らの こ と は そ の ま ま 現 実 の 問 題 と し

て考 え ざ るをえ な い こ とか ら,こ こで は オフ コン導 入 を成功 させ るた め の経 営 者,

管 理 者 の対 応 の仕 方 に つ い て解 説 す る。`
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2.オ フ コ ンの 能力 を 認 識 す る

コ ン ピ ュー タ に関 す る知 識 を全 く持 た な い人 は コ ン ピュー タ を,① 間違 い を起

さない,② 万 能 で あ る,③ 自動 的 に処 理 をす る とい った イ メ ー ジで 誤解 して い る。

汎 用 大 型 コ ン ピ ュー タで も,間 違 い を起 さな い で 種々 の仕 事 を 自動 的 に処 理 させ

るこ とは大 変 めん ど うな事 なの で あ る。 オ フ コン は この め ん ど うな事 を可 能 な限

り簡 素 化 し,事 務 処 理 専門 用 と して 単能 化 した コ ン ピュー タで あ る。 カ タ ロ グか

らは,ま るで万 能 機 の よ うに感 じ られ るが,素 人 が これ らの す べ て の機 能 を初 め

か ら十 分 に生 かす こ とは 実 際 的に 難 しい 。 期 待 が 大 きい と先 の めん ど うな事 に直

面 した と き失望 も大 き くな る。 オ フ コ ンは 万 能 で な く,適 切 に指示 され た場 合 に

の み業 務 を 逐行 ず るだけ の極 めて 単 純 な機 械 で あ るか ら,人 間の 方 か ら機 械 を理

解 す る努 力 を しな けれ ば な らない 。扱 い方 に よ って はす ば ら しい 能力 を 発揮 す る

カ㍉ その た めの 努力 は少 し も困 難 な 事 で な く,ま た,そ の 程 度 の 機械 な の で あ る。

L

3.目 的 を 明確 に し、 それ に合 った規 模 の オ フ コン を選 択 す る

自社 の 業 務 の 中 で何 を主 目的 と して 機械 化 す るか を一番 に考 え るべ きで あ る。

導 入 の 最 終 目標 は大 きい程 その 効 果 は 大 で あ るが,前 述 した よ うな 能 力程 度 で あ

る こ とを認 識 し,最 初 か らあ ま りよ くば らない こ とで あ る。 一機 種 の 導 入期 間 は

普 通5年 位 で あ るか ら段 階 的 に実 現 で きる計 画 を立 て る と よ い。

オ フ コンに処 理 させ たい 業 務 を分 類 す る と,

1)日 時 を問 わ ない 経営 計 画 の た めの 資 料 作 成

2)省 力 化の た めの 日常 業務 処 理

3)と き ど き必 要 な 資料 作成

4)あ れ ば助 か る程 度 の 資 料作 成

な どが考 え られ るρ この うち1),2)の 中 か ら,レ ン タル料 また は リース料 と 匹敵

す る業 務 を 選択 し,そ れ らの 業 務処 理 を完 全 に マ ス ターす る 。 その 際 に考 慮 す べ

き ことは,今 まで人 手 で不 可 能 だ っ た仕 事 を要 求 す るの で な く,人 手 で可 能 だ っ
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た仕 事 を,機 械 にか わ に働 か せ る こと を前提 とす る こ とで あ る。 ・

機 種 を決定 す る た めの 専 門 的 な知 識 は,あ れ ば ベ タ ーだ が,必 ず し もその必 要

はな い 。 汎用 大 型 コ ン ピュ ー タの導 入 時 に お け る性 能 チ ェ ッ クと して ,よ く例 題

プ ログ ラム を準 備 し,各 社 の機 械 に 実行 させ そ の処 理 速 度 を評価 す る方 法 を と る
。

オ フ コ ンの場 合 は 目的 の 大半 が帳 表作 成 な の で プ リンタが 重要 な役 割 りを果 た す 。

即 ち,満 足 す る帳 表 が どの程度 の 速度 で得 られ るか を チ ェ ックす る の で あ る。 各

メ ー カは,カ タ ロ グ上 に各 種 の パ ッケ ー ジ ソ フ トを示 して あ るが ,そ れ らの性 能

は 各 社 ま ち ま ちで,た とえば 「在 庫 管理 」 とい うパ ッケLジ 名 は 同 じで も,操 作

性 や 機能 性 は全 く異 な る。 具体 的 な チ ェ ック方 法 は,ま ず主 目的 とす る業 務処 理

の た めの デ ー タ を用 意 す る(デ ー タを用 意 す る方 法 は メ ー カに 習 う) 。次 に この

デー タ をパ ッケ ー ジ ソ フ トで 実行 して も らい,そ の と きの 帳 表結 果 の 出 来 具合 と

処 理 速 度 をチ ェ ック す る。 一 つ の 帳 表 が何 分 で完 成 す るか は 大 量 の 帳 表作 成 に お

い て大 変 大 きな 問 題 とな る。 従 って,大 量 デー タに よ る チ ェ ックが 難 しい場 合 は ,

メ ー カま たは デ ィー ラの シス テ ムエ ン ジニ ア(SE)に 最 悪 の場 合 を想 定 して計

算 して もら う必 要 が あ る。 ま た,実 行 時 の オ フ コ ン本 体 の フ ァンの 音,プ リン タ

や デ ィス クの 動 作 音 は小 さい 方 が良 い こ とは 言 うま で もな い 。

事 務 処 理 の業務 は,在 庫 管 理 や販 売 管 理 な どの よ うに 目的 は 異 な る が,オ フ コ

ンの 中 で処 理 され る形 態 は ほ とん ど同 じで あ る。即 ち,大 量 の デ ー タの中 か ら項

目別 に分 類 す る作 業,分 類 され て フ ァイル され て い る デ ー タの 修正,追 加 ヂ 削除

な どの更 新 作 業,新 デ ー タ の登 録作 業 な どで あ る。 これ らは すべ て必 ず デ ィス ク

フ ァイル を ア ク セ ス し,全 体 の シ ステ ム性 能 に デ ィ ス クの性 能 が大 き く影 響 す る

の で,次 の点 に注 意 して チ ェ ックす る。 第 一 は,自 社 の デー タが デ ィスケ ッ ト一

枚 に何 件 入 るか を確 め る。 これ は デ ー タ を提 示 すれ ばSEが 直 ちに計 算 して くれ

る。第2は,分 類作 業 や更 新 作 業 に 要 す る時 間 で あ る。 これ は一 度 に処 理 で き る

デ ータの 大 き さ(主 記 憶 装 置 の 大 き さに よ る)に 関連 す る。 チ ェ ックは 特定 の項

目(た と えば商 品 コー ド)を 中心 に フ ァイル され た デー タに対 し,他 の項 目(た

とえ ば 得意 先 コー ド)を 中 心 と した出力 形 式 を2つ 程 準 備 し,そ れ が 帳表 と して
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完成 す るまでの時間を測定す れば よい 。

4.メ ー カ ・デ ィー ラの 利 用

導入 計画 を立 て てか ら シス テムが 実 働 す る まで の フ ローは 図1の よ うに な る。

多 くの場 合,ユ ーザ は オ フ コン に関 して全 くの 素 人

で あ るか ら,こ の全 過 程 に お い て メー カま た は デ ィ

ー ラの 世話 に な る。 大学 に お け る汎 用 コ ン ビ。ユ一 夕

は5年 で新 機 種 に更新 され る こ とが多 い 。 これ は5

年程 経 過 す る と同程 度 の レ ン タル料 で も っ と優 秀 な

機 種 が レン タルで き るか らで あ る。 当然 の こ とな が

らオ フ コ ンにつ い て も同様 の こ とが 言 え る。 オ フ コ

ンの更 新 あ るい は機 種 変 更す る場 合 に問 題 とな るの

は,そ れ まで に 開発 され たユ ー ザ 自身 の ソ フ トウ ェ

アや デ ー タが,そ の ま ま新 機 種 に 生 か せ るか ど うか

で あ る。事 務 処理 用 の コボ ル言 語 は,本 来 どの機 種

に も汎用 性 の あ る言 語 だ が,機 種 に よ っては 機能 の

良 し悪 しが あ り手直 しを必 要 とす る こ とが あ る。 ま

た,各 社 と も自社製 品 の機 能 を 高 め る た め独 自の特

別 に便 利 な ソ フ トウ ェア を開 発 して い る。 この特 別.図1導 入手 順

な 言語 を主 として開 発 した場 合 は,更 新 時 の新 機種

も同一 メー カ を採 用 せ ざ る を得 な い 。一 度 オ フ コ ンを導 入 して成 功 した 企業 は,

特 別 の理 由が な い限 り機 械 化 を廃 止 す る こ とは な い はず で あ る。 以上 の こ とか ら

ユ ーザ に とって 注意 す べ きこ とは,長 い お 付 合 い の で きる信頼 の有 る メ ー カま た

は デ ィー ラ を選 ぶ こ とで あ る。 オ フ コ ンが 急速 に普 及 しは じ めて まだ 日 が 浅 い た

め,経 験 の 深 い デ ィー ラは少 な い と思 わ れ るが,オ フ コ ン ブー ム に相 乗 り し,通

常 の事 務 機 器 と同様 の 考 えで 売 り っぱ な しの デ ィー ラに 当 れ ば,大 変 な 事 に な る

の は必 至で あ る。 パ ソ コ ンは本 来 売 りっぱ な しの 商品 で あ るか ら,こ の 点 大 い に
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導 入 計 画

↓

目 的 決 定

↓

メ ー カ ・デ ィ ー ラ と相 談

↓

、 シ ス テ ム 設 計

↓

仕 様 書 の 検 討

↓

機 種 決 定

↓

プ ロ グ ラ ム 開 発

↓

テ ス ト

↓

実 働
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異 な る所 で あ る。

デ ィー ラは,図1の シス テ ム設 計 後,詳 細 な仕 様 書 を提 出 し,ユ ー ザ の 了解 の

も とに プ ロ グ ラム開 発 を行 な うが,導 入 テ ス ト中 に 仕様 書 の 変 更 が起 り,ユ ー ザ

が デ ィー ラのSEに 多 大 の 迷 惑 を か け る こ とが あ る。 即 ち,客 ば な れ が難 し くな
ノ

り,い たず らに時 と金 を費 す こ とに な る。 この よ うな事 が起 こ らぬ よ うユ ー ザ も

真 剣 に シ ステ ム開 発 に取 り くみ,起 こ っ た場 合 に は それ 相 当 の 追加 支 払 い を行 な

うべ きで あ る。

導 入 時 の プロ グ ラム 開発 費 や導 入 後 の 業務 内容 の変 更 に伴 なうサー ビス体 制(も

ちろん 有 料)は 万 全 か な どを細 部 にわ た って検 討 し,費 用 を 明確 に して納 得 して

やか ね ぽ な らな い・ プ ・グ ラム開 発 費 力・安 い か ら とい 。て錫 に機 種 を決 め る と,

導 入 後 の相 談 相 手 もな く,せ っか くの シ ス テム もガ ラ ク タに な って しま う。 特 に

九 州 で は メ ー カ も九 州 支店 や 出 張所 しか な く不 利 な状 態で ある。 ソフ トウェアには

それ相 当の 費用 が 必 要 で あ る こ と を認 識 し,経 営 者 の 目で デ ィー ラ を決定 しな け

れ ば な らな い 。

5.オ フ コ ン導 入 かパ ソ コ ン 導入 か

今 日のOA化 は,低 価 格 パ ー ソナ ル コン ピュー タ(パ ソ コ ン)の ホ ビ ィス ト達

に よ って 自然 発 生 的 に推 進 され つ つ あ る こ と も事 実 で あ る。 特 に 彼 らが企 業 の 一

員 で あ る ビジネ ス マ ンの場 合 は,そ の会 社 に与 え る影 響に は 著 しい もの があ る。

コ ン ピ ュー タの専 門 家 が い な い これ らの 会 社 で は,彼 らを中心 にOA化 の 推 進 計

画 が ス ター トされ た ケ ー ス が 多 々報 告 され てい る。 一'∴"

オ フ コン とパ ソ コ ンの 価 格 性 能 比 は,今 後 ます ます接 近 して く る と思わ れ るが,

両 者 には本 質 的 な差 異 が あ る 。図2に 示 す よ うに,オ フ コ ンは 大 型bン ピh－ 夕

の 事 務処 理 部 門 で の 利用 形 態 か ら派生 した もので,COBOLと い う高 級 言 語 を使

用 し,長 い期 間 と莫 大 な 費用 をか けて 開発 された パ ッケー ジ プ ロ グ ラ ムが 準 備 さ

れ て い る。 しか し,こ れ らの パ ッケ ー ジは,す べ ての 業種 や業 務 に その ま ま適 応

で き る とは 限 らず,デ ィー ラに手 直 しを依 頼 せ ねば な らな い こ とは 前 述 した とお
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りで あ る。

一方 ,パ ソ コ ンは,電 卓 か ら発 達 した

もの で,現 在 最 も普 及 して い る種 類 が 図

2に 示 す 汎用 パ ソ コ ンで,こ れ に使 用 さ

れ る言 語 がBASICで ある。 これ は オ フ

コンに 見 られ る よ うな パ ッケ ー ジ プ ロ グ

ラム は全 く準 備 され て い な い 。 パ ソ コ ン

は 本来 店 頭 販 売 で の 売 りっぱ な し商品 な

の で,こ れ をOA機 器 と して応 用す る場

合 は,す べ て の 業 務用 プ ログ ラム を 自社

開 発 す るか,シ ステ ム ハ ウスに 開発 を依

頼 せね ばな らな い。 九 州 で もシ ステ ム ハ

ウスの 会 員 団体 で あ る九 州 マ イ ク ロ コン

ピ ュー タ振 興 セ ン ター(福 岡商 工 会 議 所

ビル内,092-441-2052)が す で に 発 足

して お り,相 談 す れ ば,各 機 種 に応 じた

実 績 の あ る会員 企 業 を紹 介 して も らえ る

は ずで あ る。

いず れ に して も,パ ソ コ ンの プ ログ ラ

.̀

大 型 コ ン ピ ュ ー タ

↓

オ フ コ ン

(16-32ビ ッ ト)

高 性 能 パ ソ コ ン(16ビ ッ ト)

一

ビ ジ ネ ス用 パ ソ コ ン(8ビ ッ ト)

汎 用 パ ソ コ ン

ホ ー ム コ ン ピ ュ ー タ

ポ ケ ッ ト コ ン ピ ュ ー タ

↓

電 卓

図2ビ ジ ネ ス用 コン ピュー タの種 類

ムは す べ て ユ ー ザ 自身 で 都合 をつ けね ば な らない 。 これ らの プ ログ ラ ミング技 術

修 得 も難 しい人 の た め に 最近 で は,パ ソ コン用 簡 易 ソ フ トな る もの が市 場 を賑 わ

してい る。 この 簡易 ソ フ トは 昨年 末 には35種 類(別 表)も 発 表 され て お り,い ず

れ も全 くプ ロ グ ラ ミン グ知 識 の無 い 人 で も簡単 に 業 務 処 理 が 可 能 で あ るこ とを特

徴 と して い る。 さ らに,オ フ コ ンの真似 を して,各 種 の業 務 用 プ ログ ラ ムを準 備

した ビジ ネ ス用 パ ソ コ ン と称 す る機 種 も出現 して きた 。

この よ うに解 説 す る とま るで パ ソ コ ンの方 が利 用 価 値 が 高 い よ うに 感 じ るが,

オ フ コンは 高価 格 だ け に パ ソ コ ン と比 較 に な らな い程 の 性 能 が十 分 に装 備 され て
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い る。高 級 言 語 で 開 発 され た パ ッケ ー ジ プ ロ グ ラム に加 え,た とえば 機 種 に よ っ

て異 な る が,

1)多 重処 理 機 能

2)周 辺 装 置 に光 学 文字 読 取 り装 置,磁 気 テ ー プ装 置,IDカ ー ドリー ダな ど

が接 続 可

3)漢 字 処 理(24×24ド ッ ト)

4)ブ ック式 鍵盤 に よ るペ ンタ ッチ方 式

5)デ ー タベ ー スに 対応 す る大容 量 フ ァイル

6)仮 想 記憶 方 式

な どで あ る。'

表1オ フ コン とパ ソコ ンの対 比
1

オ フ 、コ ン ノ寸 ソ コ ン'

シス テ ム価 格 300-2,000万 円 80-200万 円

プ リ ン タ ー 132字/行,120字/秒 80字/行,80字/秒

主記憶容量 64-500(KB) 16-64CKB)

デ ィ ス ク フ ァ イ ル 1-4(MB) 512(KB)-1(MB)

プ ロ グ ラ ム言 語 コ ボ ル ベ ー シ ッ ク

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発
メ ー カ 依 存 。 各 種 パ ッ ケ ー

ジ 有 り 。

自社 開 発 ま たは シ ス テム ハ

ウ ス依 存

保 守 メ ー カ依 存 販売 店 また は シ ス テ ム ハ ウ
ス依存

(注)KBは1,000バ イ ト。MBは メ ガ バ イ トで1,000キ ロ バ イ ト。

オ フ コ ン とパ ソ コ ンの対 比 の一 例 を表1に 示 す 。 プ リン タ ー,主 記 憶 容 量,デ

ィス ク フ ァイル に つ い て は基 本 シ ス テ ム価格 が,オ フ コンで500万 円,パ ソ コ ン

で100万 円程 度 の機 種 を対 象 と した 。 ハ ー ドウ ェ アの性能 差 が 直接 シ ステ ム価格
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に 影 響 して い る。 オ フ コンは,上 位 機 種 に な ると フ ァイル が40MBの 大 容 量 もあ

る。 また,汎 用 パ ソ コ ンは,主 記 憶 の容 量 が最 大 で64KBし か な い た め,業 務 の

種 類 に よ っては 処 理 で きな い もの もで て く る可 能 性 が あ り,実 用 に耐 え うるの か

ど うか とい う所 か ら検 討 す る必 要 が あ る。

56年 版 中小 企 業 白書 に よ る と,55年 に価 格 約570万 円(リ ー ス料 月 額 約13万

円)の オフコンが,60年 に は約300万 円 に低 下 す る こ とが予 測 され て い る。

以 上 の説 明か らオ フコ ン導 入 か パ ソ コ ン導 入 か とい う こ とは,次 の2点 に よ っ

て 決 ま る。 ひ とつ は,OA化 す る最 終 目標 の規 模 で あ る。い ま ひ とつ は,ソ フ ト

ウ ェ アの準 備 され た オ フ コ ン を60年 頃 ま で リース し,他 社 に先 ん じて一気 に 事務

処 理 効 率 の 改善 を計 るか,パ ソ コ ンを導 入 して シ ステ ム ハ ウスの力 を借 りな が ら

徐 々に 改善 して ゆ くか,経 営 者 レベ ルの 決 断で あ る。

オ フ コンの低 価格 化 と,パ ソ コ ンの 高 性 能 化 が近 づ い て くる まで5年 は か か る

と言 わ れ て い るが,そ の 時 まで 何 も しな い で 待 つ とい うの も若 干 考 え もの で あ る。

6.経 営者 、 管 理者 は ど う対 処 す べ き か

中 小 企業 の オ フコ ン導 入 に 際 して の 留 意 点 を具 体 的 に述べ て きた が,こ れ か ら

長 い年 月 をか け て行 な うOA化 が成 功 す る最 大 の ポ イ ン トは,導 入計 画 に経 営 者,

管 理 者 が 自 ら参 画 す る こ とで あ る。

第 一 の理 由 は,導 入 予 算 と経 営 者 の 期待 す る メ リ ッ トとの ギ ャッ プ がな い よ う,

経 営 者 自身 で納 得 して 導 入 す べ きだ か らで あ る。年 々進 歩 し,変 化 す る自社 の業

務 に 対 して,経 営 計 画 と照 らし合 わせ,オ フコ ンの 能 力 を最 大 限 に活 用 で きる よ

う指 導 して ゆ か な けれ ば な らな い 。即 ち,自 社 に適 した オ フ コンの価 格 性 能 比 を

評 価 す る程 度 の 基 礎 的 な 知 識 を身 につ け て お けば,将 来 は適 切 なOA化 が 実 現 で

き るは ず で あ る。OA化 は本 来,ボ トム ア ップで な く トップダ ウ ン推 進 な の で あ

る 。

第二 の理 由 は,こ れか ら10年 後 は ホ ー ム コ ン ピ ュー タが普 及 し,入 社 して くる

若 い社 員の 基 礎 的 な コン ピュ ー タ知識 は か な り高 い はず で あ る。現 在,ほ とん ど
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の小,中 学生 は,爆 発 的 人 気 の あ るLSIゲ ームの 主 役 が マ イ コンで あ る こ と を

知 ってい る。 彼 らは成 長 す るに つ れ て必 らず や マ イ コ ンあ るい は パ ソ コンな る物

に 興味 を示 す で あ ろ う。彼 らが入 社 して きた 頃 に,パ ソ コンの 基 礎知 識 もな い不

勉強 な 管理 者 は,た ぶん 淋 し い思 い をす るの で はな い だ ろ うか 。 パ ソコ ンの プ ロ

グ ラ ミン グが決 して 難 しい もの で ない こ とは,中 学生 が 受験 勉強 の合 い間 に十 分

マス ター して しま う こ とを考 えれ ば理 解 で き るはず で あ る。 プ ロ グ ラマに な る必

要 は な い 。 それ を通 じてせ め て専 門書 が読 め る程 度 の基 礎 力 が備 われ ば良 い 。 具

体 的 な勉 強 法 は,独 学 よ り も,ま ず 講習 会 に 参加 した方 が早 道 で あ る。 専 門 書 が

読 め るよ うに なれ ば,時 々勉 強 す る程 度 で10年 後 には若 い社 員 を適 切 に指 導 で き

るか な りの 有識 者 が 誕生 す るで あ ろ う。 オ フ コンを導 入 す る際 の 導 入 計 画,機 種

選 定等 の 一 助 に な る こ とは 確 実 で あ る。

7.お わ り に

きた るべ き コ ン ピュー タ社 会 に対 して,中 小 企 業 の 経 営 者,管 理 者 が ど う対 応

した らよい か を,で き る限 り専門 用 語 を避 け,平 易 に解説 した つ も りで あ る。 現

在 まで た く さん の 企業 か らの 受託 計 算 業務 を主 と して 利益 をあ げ て い た電 子計 算

機 の専 門会 社 は,オ フ コ ンの急 速 な普 及 に よ り,こ れ か らの 経 営 方 針 の対応 を迫

られ て い る。 す で に 倒 産 した会 社 も出 て お り,大 衆 化 され た オ フ コ ン導 入 が 具体

的 に コ ン ピ ュー タ社 会 機 構 に も影 響 を与 えつ つ あ る。言 い 換 え る と,オ フ コ ン導

入 の メ リ ッ トが顕 著 に 出始 め た とい う こ とな の で あ る。

今 導入 す るか,5年 後 に 導 入 す るか,い ず れ に して も経 営 者,管 理者 自 ら,直

ちに 勉 強 されん こ とを期 待 す る。
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パソコン用 簡易 ソフトウエアー 覧

商 品 名 開発者/販 売者 価格(円) 適 用 機 種

P

鰻鱒蒸ト

誓.
㍗

:.

::川

1

ソー ド電算機システム 30,000 M200.M20/23

㍉:・詩 顯 無 」

澱 懸.鰹 ㌻h・

パ ー ソ ナル ソフ トウ エ ア,東 レ,柏 木 研究 所.

タ ン デ ィ,コ モ ドー ル.

YHP

55,000

50,000

63,000

APPしEll.」.PLUS.

TRS・80,CBM4000/8000

HP-85

叢薄巽鞭
・ 、

ベ ー シ ッ ク シ ステ ム.シ ス デム ス フ ォー こユ

レー ト

20,000 PC・8000.IF800.BUBCOM80

.

縦 揺 懸 章㌣』:
事.冶 ぶ ぷ ㍍ ～・三∵:

レマ ック総合研究所.キ ヤノン 300,000 CXウ1
F

巨LM-pc三:'竺 ・∵-1
㊨ 」

「

ア スキ ー 29,800 |F800,FN8,BUBCOM80

き頑 ㌫i鋒
.

ア ク ト.ク ス コ 9,000
PC-8000.MZ-80,

ベー シ ック マ ス ター レベ ルm

"∴
,.馳.「

DG:; .::・;llご 「1民 ・5唱1・
シャープビジネス |00.000 PC-3000

SOS∵ 三三・1託 忌 翌1、 ・;明治乳黄(開 発のみ).日 本フェニックス 60,000 COMNIX400,

i顛磯灘騨
・{

▼

,

オービック.沖 電気 150,000

も
「

PC-8000,IF800

iRls80蘂 ∵:但 …lilひ::' パーソナルメディア 39,800 PC-8000

毒;疋ぼ 憧 れ.
.,'

、 ・ ・ ン,'、.

パ ー ソナ ル ・ビ ジネ ス ・ア シス`.

大 塚 商 会

50,000 PC-8000..

－L

εPOCALC.'∴ ㌧}∴ ・
・

富士通.パ ナファコム 50,000 FACOM9450,PFC-180

w㌔.1・ll;㌻1緩 二'・
ーパ ワ ー ポ ッ ク ス 198,000 M223

.

i襲購li㌻. ソフ トウエアテクノ0ジ ー.沖 電気 190,000 IF800

・r,..-■ 亀,.'●

lHρA咋}三フ・㌧:誤 法 .日本 マ イ コ ン,沖 電 気 、.. ,150,000 ir800
ら

三煎 ㌶i灘:.1
リー ドレ ックス,沖 電気

噛

39,000 IF800

.,'t… .こクF詳1・ 、二ρ二.

sOPεRCAL己 諺 二'一
.・ 人.':

、,…'・'"...'・ ・,-

米 ソー シム社.沖 電気」 マイクロソフ トアソ

シエーツ
140,000 |F800

≡ ≦濃.
L

.

S－ シ ッ ク ス シス テ ム,シ ステ ム ズ フ ォー ミ ュ

レ ー ト.沖 電 気
20,noO PC8000.IF800

・ ㎡

,シン プ ル ワン 二百㌫Y'く ㌃
.

.

アイ電子測器 100,000

」
ABC-24!26

イ ■ジ」{.プd己1・.㌶、.'.S..

アイ電子潜居 150,000 ABC-24/26

1棚下眠 ※ 念 呉で1:
..・ 「

東芝.'「 未,定 パソビア

,.デ ー.三 層

1ラ ァィ照 亭一ぞミヤば1' , 東芝 未 定
「

パソビア

.、 ± ←9.,亨.
MULTIPいN'ず 漂?□: 米マイクロソフ ト社.三 菱電機 toO,000 MULT16

'』1'一つ ∴∴『ぎ';㌘三}
・・:

Pfnミ ∵ べ
,苦 き ～'」

.■

1三菱 電機 、 MULT16

FUP'.・:∴ 沿:.『 ・ 葺立電工 40,000
.

MB-6890

.PARAM(1:nジ ロ1》:∵' 高電社 39,000 PC-8000

噛F

T.MAKERU'・ 一:こ 、 ラ イ フボ ー ト |10,000 ダン デ ィーll

,「

イ ン ス タ ン トソフ ト: .: 矢矧コンサル タン ト 予 価50,000か ら PC・8000,APPLEll,CROMEMCOZ-2

MESIAS、 ・・,二,・ ∫ 』

一

キリス トシステム研究所 18,000 PC-8000.

THE民TONE㌧6「 ・
.、

普賢電子
'

238,000

,

未 定

・ ,.,"一 、 「一"

MDB.:三 汽:・:巳 ぶ
ー 「

撒.'」{・㎏1:i:悟 ・1'「'7

'

、 コンピュータイレブン 35,000
PC-8000,IF800.MICRO8.

ペ ー シ ・7クマ ス タ ー レベ ルln

「.、・1「 .='=

マ イ ク ロREPO.・ ・ 了Y、,

,,.,.・ ・.マ■'・ ・=、"L

一7

,':'2.】
8本 ユニバ ック 120,000 UP10ε.IF800

.

lpto頑奪 ヰ職 位
.

ピ ・i
三菱電機 MULTI16

コ=」ピ⊃rトヒ三P 1982-2
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'適 用 分 野
発売 機 能

帳簿械'伝 票航 スケ ジユ一味 理^8c分 析,
名刺管理 ・ .80年2月

作表,検 索.計 算.並 べ替 え,グ ラフ作成,タ テ ・ヨコ合計 ・平均,デ ータの

修正 ・追加 ・削除

売上管理・給与計算.販 売管理.原 価計算
80年9月

創年1月

`'

作 表.演 算,検 索.タ テ ・ヨ コ合 計,再 計算 ・

販売管理,在 庫管理,原 価計算など集計作表集務 81年5月 演算,デ ータの分類 ・検索 ・変更,グ ラフ作成

物件管1霊.順 客管理.在 庫管理,受 注管理,人 事管理,

伝票整理 酎年7月
レポー ト雑.グ ラフ㈱.頒 嘘 べ 甑 .検 索.四 則演算.比 較.鍋,

照合

在庫管理,販 売管理,生 産管理 81年7月 データの演算集計,検 索,平 均,ヒ ス トグラム

名簿.『田 懐 別年8月 デ ー タの 追 加 ・削 除 ・書 ●替 え,検 索 ・並 べ 替 え1'

1

売上伝票,a求 書などの帳票作成 81年10月 作表.デ ータの演算 ・修正 ・追加 ・削除.

各種売上管理表,経 理分析表など 81年}0月 データの演算 ・修正 ・加除 ・'迫孤 グラフ作成,作 表 .
A

受取手形明細褒.賃 金計算簿,得 意先別売上実績表

など財務処理全般 81年`0月 ・ データの検索 ・修正 ・柳陰 ・追加,四 則演算,タ テ ・ヨコ集計など

顧客管理.成 績管理.人 事管理.文 献検索,名 刺管理な ど 81年lo月 カー ドの設計、登録.検 索 修正.並 べ替え,削 除,レ ポー ト作成.!ラ ベル作成

会計業務.顧 客管理.給 与計算,領 司作成,販 売管理,

A8C分 折 81年1明 タテ ・ヨコ計算,検 索.並 べ替 え.プ アイル作成.デ ータの修正 ・削除 ・追加

売上管理・販売管理.在 庫管理,原 価 集計表 81年10月 四則演算.集 計,作 表,グ ラフ作成,再 計算恨能

予算管理,売 掛金管理,在 庫管理など 81年"月 データの演算 ・検索,グ ラフ作成.並 べ替え,作 表.な ど'㌔
..

販売 ・在庫 ・生産管理など ・' 8眸1靖
デー タの並べ替え.行 別 頃 鯛 士の醐1演 算

.平 均値 構成比率.'最 大最

小値,統 計表作成.再 計算

原価計算.売 上管理,名 刺管理,予 算管理など 引年」8月 情報検索,グ ラフ作成.デ ータの集計 ・演算 ・並べ讐え

文献検索.名 聞管理.ス ケジュール管理LOM宛 名書8,

偶品管理.・・顧客管理
81年11月 カー ドの雄針 ・登口,条 件検索』

.

s

干潟 ・予算 ・決算のシ ミュレーシ ョン.科 学技術計算.

ゴ トリ・クス.鉗 処理 データの鮒 グラフ化 別年書1月 データの修正 ・返却 ・削除,演 算.作 表.グ ラフ作成
「

資金台帳・{主所1駕 売上統計・金銭出納.原 価集計表,

見積5珂細書,部 品 リス トな ど
81年`1月 データの演算.追 加 ・修正 ・削除.作 表,ク うフ作成

受注管理.工 程管理,納 期管理 』 81年1膚
.
デー タの削除 ・追加 ・修正.演 算,グ ラフ作成 .

、

人材管理,ア ンケー ト処理 など 81年}1月 データの登録 ・削除.追 加.修 正

82年4月
r

.

82年

明細表.集 計表 82年 汎用作表分析甜.西 面との対鰭
/

個人情報の管理.住 所緯.ス ケジュール褒 82年
対話型・データベース向 ・.条 鰍 索,削 除 ・追加.並 べ替え.選 択部分の プ

リント・アウ ト

販売管理.在 庫管理.生 産管理 81年 デー タの集計 ・検索 ・並べ替え.平 均,間 数処理

人事管理,販 売管理 スケジュrル 管理' 81年 デー タの演算,集 計,検 索;修 正,並 べ替え

売上管理.給 与計算,販 売管理,原 価計算な ど 8f年3月 作表.演 算,検 索,タ テ ・ヨコ集計,グ ラフ作成

菓務計画宿,財 務報告曾
『

81年10月

販売管理,給 与計算.『在庫 管理 81年10月 デ ー タの 演 算,追 加 ・削除.作 表 ・

在庫管理,工 程管理,財 務管理 82年3月 データの演算.修 正 ・削除.作 表,
.グラフ作成

人事管理,騒 客管理.在 庫管理 別年9月 データの検索,修 正,演 算

販売管理,在 庫管理,財 務管理 82年 日月 データの検索,更 新,鵠 集,加 工.並 べ習え

82年3月 グラフ作成
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メ ー カ/デ ィ ー ラ

、

機 種 名
ヘィ

.

馳 」

発売年月価格(万円) 主 記 憶 言 弐丘口 口ロ

日 本 ユ ニ パ ヲ ク シ り一 ズ8モ デル漢字タイプS 55・ ゆ 666一 262K8 CO80L

日 「本 電 気 NεCシ ステム50/35 55・4 400～
「.

48K8 CO80L.

JBC SysIom88 56・4 15～(月) 128KBlc。BOL

'⑯ ロ ー ス 891シ ス テ ム 54・12 493～ |28rこ512K8 COBOL
.

日'.立.製 作 所 聞TAC七320モ デル30H 55・9 300～ 60K8 COBOL

富 士 通 FACOMシ ステム80モ デル3 56・10 260 96-128K8 COBOし.CAρG』"

桧 下 通 信 工 亮 マイプレー ン850M 53・10 210～248 64K8 COBOし

三 養 電 ・ 機
..

、 ■A.
「

MELCOM80

0fξic■Landモ デ ル8
56・lo

.

12一 ㈲ 48K8 CO80L

谷 村 新 真 蹟 作 所 SH州COM・80/モ デル3 55・10 579～ 96～352K8 CO80L

.∀=:『,1・H、.・.P YHP250
噛

54・2・ 7⑨0～
P

l92～576K8 B,8ASIC

リ'コ ■
.

RtcgMlOOO 56・}o 298～ 64K8
「

CO80L'.

学 ■ 研 究 社 G.Cosmmi 5い5 640～{'8K8 coe◎ し

丸 .馨
=

MMIOOO' 55・2・ 478～ ～56K9' 8ASIC

日本 デ ー.タゼ奉 ラル CS/70 ・55・9 1.500～ lZ8-256KB CO80L'

ミ.ロ,ク 経 理 ミOク ミュ 一 夕 ン 54・7 600
.96K8

CO80L
」

丸紅 エレク トoニ クス DS990FAMLY 55・1. 330～ 128K8～2MB CO80L.8ASIC ⊃

.栓 下 電 器 良 農 9C5000 54・6 350～ 48～64K8 CO80L'
'

..内.田}洋 行
r、.馳 ■

.

USACシ ステム3 56・10 260一 256K8 CO80し.8.8ASIC

伊田畠データシステム WANG2200シ リーズSVP 55・IO 320 32～64K8 18AS{C'2
オ ー ピ プ ク OF臼Cε80 55・9 430 500K.B

' CO80L

:沖 電 気 工 婁 OKITACシ ステム9
.5

4・5・

-

4go～ 128～256K8 8PLCO80し

章 程 ニ ク ス.ド ル7 ニクス ドルフシステム8860 54・10 川oo～ 192～1024K8 COBOL
.

苧 ヤ ノ.ン システム109 56・ 旧 330～ 64KB co80L

シ ャ ー プ HAYAC・2800 56・5 t80～ 「.64K8 CO80L.SCHPOL,GLIP
噛

.'中 央 電 子
F
CEC500κ..= 55・1 、 ～go

64K8
FOR了RAN.CO80L,

8AStc.PASCAＬPL/1

千 代 田 惰・報 擾 器 データポイン ト1800 55・!o 450～ "～128K8` CO80L

東 京.老 酒1ぼ 気 TOS8ACシ ステム15 55・12
'、

345～ 64～256K8 CO80L.SCOPε ・1・2
」

・Dε
.C日 本 支 社 0315・ 56・4 300～

,

2S6K8 Ol80い1

・カ シ オ 計 算 鰻 Σ 一8 56・10 330～、

「

64K8 CO80L
「

国 原 ・ 電 .気 Kos7850・ 56・7 350～ 64K8・ C.BASIC..
.・シ ー ・ エ ス'・ シ ー PHIUPSP430 53・6 ㌧955～

『128K8
CO80L.8ASIC

ド ヲ ド ウ ェ ル lCし1500 50・lo 283～ 64K8 COBOL

東 婁 ・'電'.、.、 気 555-20丁 55・8 269～ .64K8 TεCL・80

日 本"遵.81M
L.「

システム/34 52・10 484～ 32,256K8 CO80し.8ASIC

日 本NCR NCR卜8290 54・10 921～ 192～512K8 CO80し.8ASIC

日 本 守 りベ ツ テ ィ オリベ ッティ3030 53・8 403～ S4K.8 PL/1.RPGIj

!

一 1ge2.1
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